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高速長尺先進ボーリング
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出典：第11回地質構造・水資源専門部会 資料２

高速長尺先進ボーリング調査の項目等

• 県境付近の断層帯の地質及び湧水に関する情報を把握し不確実性を低減する
• トンネル施工の確実な見通しを得るために切羽前方の地質情報を常に把握する

【目的】
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西側は県境から
約1,000mで端部を確認

東側は県境から約300mまで
調査済（端部は未確認）

①県境付近に向けた高速長尺先進ボーリング
（山梨県内の地質や地下水を調査）
（条件が整えば静岡県内の未調査300m区間を調査）県境

先進坑

大井川（東俣）の地上から
実施した斜めボーリング

断層帯

※断層含め、湧水量は少ないことを確認
※湧水の水質特性や化学的な成分分析を実施
※透水係数を算出したが、一定区間の平均的な値であり、
断層付近のピンポイントの値を算出すべきとの意見を頂く

①´高速長尺先進ボーリングが先行した区間を掘削

※県境から約100m区間は主に堅岩部（風化していない新鮮な岩
盤）により構成されていると想定し、県境を超え未調査区間をボー
リングできると見込んでいたが、地質の脆い箇所でボーリングによ
り空けた孔が詰まる現象が発生したため、ボーリングを一時停止

※高速長尺先進ボーリング等で確認された地質を掘削時に確認

①（実績：高速長尺先進ボーリング 一時停止まで）

県境から459mで停止



先進坑
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県境 ①県境付近に向けた高速長尺先進ボーリング
（山梨県内の地質や地下水を調査）

県境を静岡県内に
10m超えた地点で停止

西側は県境から
約1,000mで端部を確認

大井川（東俣）の地上から
実施した斜めボーリング

※静岡県内の断層帯には
未到達

断層帯

②先進坑が進んだ地点より静岡県内の
高速長尺先進ボーリング再開

※高速長尺先進ボーリング等で確認された地質を掘削時
に確認

※コアボーリング（PSWL工法）を行い透水係数を算出した
が、この工法ではコアの判断が難しく、算出した区間が
適切か見極めが難しいとのご意見を頂く

②´高速長尺先進ボーリングが先行した区間を掘削

※断層含め、湧水量は少ないことを確認
※湧水の水質特性や化学的な成分分析を実施
※３段階のケーシングで保護しながら削孔する計画と
したが、地質の脆い箇所が早期に出現

※３段階のケーシングを全て使用した後、ケーシング
無しで削孔を行ったが、途中の地質が脆い箇所で
孔詰まりが発生し、調査を終了

②（実績：高速長尺先進ボーリング再開～停止～先進坑掘削）

東側は県境から約300mまで
調査済（端部は未確認）



先進坑

②先進坑が進んだ地点より静岡県内の
高速長尺先進ボーリング再開
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県境 ①県境付近に向けた高速長尺先進ボーリング
（山梨県内の地質や地下水を調査）

西側は県境から
約1,000mで端部を確認

大井川（東俣）の地上から
実施した斜めボーリング

断層帯

③県境付近からの高速長尺先進ボーリング
（静岡県内の断層帯を調査（位置や幅））
※高速長尺先進ボーリングで得られるデータを踏まえ、必要な場合
に先進坑を近づけてからコアボーリング及び湧水圧測定を実施

コア採取及び湧水圧測定（透水係数の把握）
※ロータリー式マシンによるダブルコア
チューブにて削孔を行い、コアを採取

※目的は以下の２点
①県境付近の地下水の流動の推定
②県境付近の断層における透水係数
把握の参考（測定方法等）

③（今後の計画：県境付近からの高速長尺先進ボーリング）

東側は県境から約300mまで
調査済（端部は未確認）



本坑

品川方→

←名古屋方
静岡県

長野県

西俣川

導水路トンネル

先進坑

西俣斜坑

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路トンネル
：工事ヤード
：トンネル掘削方向

工事用道路トンネル

大井川

椹島

大井川

千石斜坑

西俣管理道路

林道東俣線

静岡―長野県境 山梨―静岡県境

千石大橋
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工事の順序① トンネル掘削工事ヤード整備

・各工事ヤードの整備を実施

山梨県

先進坑は停止



本坑

品川方→

←名古屋方
静岡県

長野県

西俣川

導水路トンネル

先進坑

西俣斜坑

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路トンネル
：工事ヤード
：トンネル掘削方向

工事用道路トンネル

大井川

椹島

大井川

千石斜坑

林道東俣線

西俣管理道路
静岡―長野県境 山梨―静岡県境

千石大橋
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工事の順序② 斜坑・導水路トンネル・工事用道路トンネル掘削開始

・各斜坑、導水路トンネル、工事用道路トンネルを掘削

先進坑は停止

山梨県
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工事の順序③ 斜坑掘削完了、先進坑・本坑掘削

・先進坑および本坑を掘削

本坑

品川方→

←名古屋方

山梨県

長野県

西俣川

導水路トンネル

先進坑

西俣斜坑

椹島

静岡県

工事用道路トンネル

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路トンネル
：工事ヤード
：トンネル掘削方向

大井川

大井川

林道東俣線

西俣管理道路

静岡―長野県境 山梨―静岡県境

千石斜坑

千石大橋

先進坑は停止
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工事の順序④ 県境を越えて先進坑の掘削開始

・県境を越えて先進坑を掘削

本坑

品川方→

←名古屋方

山梨県

長野県

西俣川

導水路トンネル

先進坑

西俣斜坑

椹島

静岡県

工事用道路トンネル

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路トンネル
：工事ヤード
：トンネル掘削方向

大井川

大井川

林道東俣線

西俣管理道路

静岡―長野県境 山梨―静岡県境

千石斜坑

千石大橋

この区間の先進坑掘削期間は、
トンネル湧水を静岡県側にポン
プアップすることができないため、
田代ダムの取水抑制を実施
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工事の順序⑤ 県境を超えた先進坑貫通

・県境を越えた先進坑が貫通
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工事の順序⑥ 先進坑・本坑掘削完了

・先進坑、本坑の掘削完了
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・地質構造・水資源専門部会において、
高速長尺先進ボーリングで断層帯の状
況を確認し、その後、先進坑を進め、
特に湧水が多い箇所ではコアボーリン
グ等で透水係数を確認することを前提
としたリスク管理のフローチャートを
左図のとおりご説明しています。

・多くのトンネル湧水が想定される範囲
では、先進坑が近づいた時点でトンネ
ル掘削工事を一時中断し、薬液注入
（プレグラウト）を行ってトンネル湧
水の低減を図ったうえで、先進坑を掘
削します。

・ボーリングの結果から湧水量が特に多
いと想定される区間の先進坑の掘削は、
渇水期を出来るだけ避けて行うように
調整します。

リスク管理のフローチャート



資料６別紙

出典：第２０回地質構造水資源専門部会資料１－２・会議終了後の修正


